
 

 

 

 

第６次国有林野施業実施計画書 

 

（一ツ瀬川森林計画区） 

 

 

（第１次変更計画） 

 

 

        自 令和４年４月１日 

計画期間 

        至 令和９年３月31日 

 

 

（令和６年３月変更） 

 

 

九州森林管理局 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

国有林野施業実施計画の変更について 

 

 

[変更理由] 

 

次の理由から国有林野管理経営規程（平成 11 年１月 21 日農林水産省訓令第２号）第 14 条

第２項に基づき変更する。 

 

１ 国有林野管理経営規程（平成 11 年１月 21 日農林水産省訓令第２号）及び地域管理経  

営計画書、国有林野施業実施計画書及び伐採造林計画簿作成様式について（平成 11 年１

月 29日付け 11林野経第４号林野庁長官通知）の一部改正により、３特に効率的な施業を

推進する森林の所在地及び面積について、記述することとなったため変更。 

２ 主伐について、複層林への誘導の取り組みを推進していく観点から複層伐等を追加し、

また、間伐について、間伐指定箇所と一体的に実施することで効率的な森林整備を推進

させるため、２（４）伐採総量、（５）更新総量及び（６）保育総量を変更。 

 

 なお、本変更計画の効力は、令和６年４月１日より生じる。 

  

注１： 本文については、変更等を行う項目に係る部分を掲載しており、文中の下線部が

変更等の箇所である。 

 注２： 各表の数値の計は四捨五入のため、必ずしも一致しない。 
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